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早
朝
に
白
衣
、
袴
姿
で
神
社
境
内
を
清
掃
し
て
い
る
と
参

拝
の
方
か
ら
ご
挨
拶
を
受
け
る
。
私
に
ば
か
り
で
な
く
参
拝

者
同
士
が
互
い
に

｢

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
声
を
掛
け

合
っ
て
神
前
に
進
み
お
参
り
を
す
る
状さ

況ま

は
実
に
気
持
ち
良

く
、
神
々
し
さ
を
共
有
す
る
一
時
で
も
あ
る
▼｢

清す
が

清す
が

し
い｣

は

『

広
辞
苑』

に
爽
や
か
で
気
持
ち
が
良
い
、
事
の
運
び
方

に
滞
り
が
無
い
、
事
に
取
り
か
か
る
の
に
た
め
ら
い
が
無
い

等
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
▼
神
職
が
祭
典
及

び
御
祈
祷
で
奏
上
す
る
祝
詞

の
り
と

の
中
に
も

｢

清
清
し
い｣

と
い

う
言
葉
が
常
套
句
の
よ
う
に
入
っ
て
お
り
神
前
に
祈
念
さ
れ

る
。
何
か
祈
願
事
が
叶
え
ら
れ
る
感
を
抱
く
▼

『

古
事
記』

の

｢

八
雲
た
つ｣

の
段
落
に
は
須す

佐さ

之の

男お
の

命
み
こ
と

の
話
が
あ
る

毎
年
村
を
襲
っ
て
人
々
を
困
ら
せ
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退

治
し
、
櫛く

し

名な

田だ

比ひ

売め

を
救
い
出
し
た
。
須
佐
之
男
命
は
婚
儀

を
行
い
、
何
処
か
良
い
所
に
住
居
を
建
て
よ
う
と
探
し
求
め

歩
い
て
い
る
と
、
あ
る
時
最
適
な
土
地
に
行
き
着
く
。｢

吾

此こ

地こ

に
来
て
、
我
が
御
心
須す

賀が

須す

賀が

斯し｣

と
大
変
感
激
さ
れ

て
早
速
に
宮
殿
を
造
っ
て
住
ま
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
土
地

が

｢

須
賀｣

と
い
う
地
名
で
あ
り
、
今
で
も
そ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
▼
さ
て
今
年
も
自
然
災
害
が
多
発
し
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
た
が
師
走
を
迎
え
た
。
何
か
と
気
忙
し
い
事
が
予
想
さ
れ

る
が
、
常
に
蟠

わ
だ
か
ま

り
を
持
た
ず

｢

清
清
し
い｣

日
々
を
過
ご
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
今
月
の
神
社
の
恒
例
祭
典
は
月
次
祭

煤
拂
祭
、
天
長
祭
、
師
走
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
る
。
大
勢
の

皆
様
方
に
御
参
列
を
い
た
だ
き
、
神
職
共
々
身
も
心
も
清
ら

か
に
甦
り
、
大
神
さ
ま
の
広
大
無
辺
な
る
御
神
徳
を
戴
け
る

清
清
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
事
、
御
祈
念
致
し
ま
す
。

(

渋
谷
幹
�)
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本
年
で
四
十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
菊
花
・
写
真
展
が
、
十
一
月

十
日
よ
り
二
十
四
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
展
の
審
査
長
に
遠
藤
吉
和
氏
、
ま
た
副
審
査
長
に
高
橋
正
夫

氏
、
そ
し
て
写
真
展
の
審
査
長
を
伊
奈
喜
久
雄
氏
に
お
願
い
し
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、
新
嘗
祭
に
併
せ
て

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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敬
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柿
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澄
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十
一
月
二
十
三
日
、
本
年
の

五
穀
豊
穣
と
産
業
の
振
興
を
祝

い
感
謝
す
る
祭
典
、
新
嘗
祭
が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
近
隣
の
生
産
者
よ

り
新
穀
、
白
酒
、
農
作
物
、
餅

菓
子
、
花
、
魚
等
の
奉
納
が
あ

り
、
御
神
前
に
所
狭
し
と
飾
ら

れ
、
神
の
御
恵
み
に
真
の
感
謝

が
捧
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
皇
室

の
御
安
泰
と
崇
敬
者
の
更
な
る

弥
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
参
集
殿
に

て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
こ
の

一
年
間
に
篤
志
奉
納
を
さ
れ
ま

し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

����������������������������������������������������
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菊
花
展

宮
司
賞
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清
田
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�
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宮

和
昭

笠
間
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長
澤

弘
光

屋
城
善
二
郎

松
野
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出
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関
場

清

小
川

敏
幸

清
田

美
躬

吉
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茂
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天
利

勇

(

寒
川
町)

藤
好

清
晴

(

寒
川
町)

山
�

武

(

藤
沢
市)

落
合

好
文

(

藤
沢
市)

�
�

杉
崎

信
行

�
�

清
水

進

小
林

一

�
�

原
田

力

小
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秀
次
郎

末
次
と
し
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菊
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展
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杉
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澤
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中
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司
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昭
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邊
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邦
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一
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関
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平
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伊
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原
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笠
原

敏
男

(

伊
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原
市)

森
井

渡

(

伊
勢
原
市)

上
原

茂
雄

(

伊
勢
原
市)

小
川

敏
幸

(

大
磯
町)

渡
辺

要
治

(

平
塚
市)

小
峯

貞
雄

(

平
塚
市)

大
出

進

(

平
塚
市)

二
宮

和
昭

(

平
塚
市)

柴
田

精
一

(

綾
瀬
市)

笠
間

潔

(

綾
瀬
市)

土
屋

和
民

(

綾
瀬
市)

福
島

忠
志

(

綾
瀬
市)

内
藤

俊
雄
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綾
瀬
市)

金
子

静
夫
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大
和
市)

伊
藤

源
一

(

大
和
市)

伊
藤

政
三

(

大
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市)
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紘
明

(

大
和
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狩
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国
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大
和
市)

小
林
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三

(

大
和
市)

山
口

勝
己

(

横
浜
市)

前
田

晃

(

横
浜
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大
野

常
俊

(

横
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市)
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樫
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(
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浜
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(
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(
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去
る
十
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
、
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
サ
イ
パ
ン
島
に
鎮
座
す
る
彩

帆
香
取
神
社
の
御
鎮
座
百
周
年

例
祭
に
伶
人
と
し
て
奏
楽
の
機

会
を
得
て
、
奉
仕
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
彩
帆
香
取
神
社
は
大
正

三
年
に
創
建
さ
れ
て
よ
り
本
年

が
百
年
と
い
う
節
目
の
佳
年
で

あ
り
、
例
祭
は
全
国
の
香
取
神

社
の
総
本
社
と
し
て
千
葉
県
香

取
市
に
鎮
座
す
る
香
取
神
宮
の

高
橋
昭
二
宮
司
様
を
斎
主
と
し

て
、
日
本
か
ら
約
百
名
、
現
地

関
係
者
を
含
め
る
と
総
勢
百
五

十
名
を
超
え
る
参
列
者
の
中

厳
粛
に
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、
終

了
後
に
は
現
地
在
住
日
本
人
の

子
供
達
の
七
五
三
祝
祭
も
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
同
島
北
部
に
建

立
さ
れ
た
慰
霊
碑
の
前
に
て

英
霊
の
御
霊
を
慰
め
る
慰
霊
祭

が
斎
行
さ
れ
、
夕
刻
か
ら
は
現

地
日
本
人
会
の
主
催
に
よ
る
秋

祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

一
連
の
行
事
を
通

し
、
異
国
の
地
に
お

い
て
も
鎮
守
様
を
中

心
と
し
た
日
本
人
の

原
風
景
を
体
験
す
る

貴
重
な
奉
仕
と
な
り

ま
し
た
。

▲ 慰霊碑前での祭典奉仕
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現
在

｢
文
化
の
日｣

と
し
て

広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

十
一
月
三
日
は
近
代
日
本
国
の

建
国
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
今

日
の
日
本
国
の
礎
を
築
か
れ
た

明
治
天
皇
の
御
生
誕
の
日
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
日
、
明
治
天
皇
の
聖
徳

大
業
を
仰
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
国
民
の
繁
栄
を
祈
念
す
る

｢

明
治
祭｣

が
厳
粛
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�

十
一
月
十
二
日
、
永
職
会

(

会
長
＝
出
雲
大
社
千
家
尊
祐

宮
司)

の
第
一
〇
六
回
例
会
が

会
長
他
二
十
数
名
の
出
席
を
得

て
、
寒
川
神
社
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

正
式
参
拝
の
後
、
参
集
殿
に

て
例
会
を
開
き
、
寒
川
病
院
の

鳴
海
院
長
に
よ
り
、
神
社
が
運

営
す
る
全
国
で
唯
一
の
病
院
と

し
て
の
運
営
理
念
、
概
要
等
を

解
説
し
つ
つ
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
の

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が

管
内
神
社
宮
司
参
列
の
も
と

十
一
月
十
一
日
に
寒
川
神
社
に

て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
宮
大
麻
は
、
我
国
の
大
親

神
と
称
え
奉
る
天
照
大
御
神
の

神
札
の
こ
と
で
、
新
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
来
る
年
も
恙
な

く
健
や
か
に
生
活
が
営
ま
れ
る

よ
う
氏
神
様
の
神
札
と
共
に
神

棚
に
お
祀
り
す
る
御
神
札
で
す

大
御
神
様
の
神
霊
が
宿
る
新

し
い
神
札
を
受
け
、
清
々
し
い

新
年
を
お
迎
え
致
し
ま
し
ょ
う

そ
の
後
、
会
場
を
箱
根
に
移

し
紅
葉
を
愛
で
つ
つ
懇
親
を
深

め
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

宮司以下祭員玉串拝礼
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よ
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大
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を
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町
内
兼
務
神
社
で
あ
る
八
幡

大
神
の
責
任
役
員
�
川
精
二
氏

が
神
社
本
庁
よ
り
敬
神
功
労
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

同
章
は
、｢

神
宮
及
び
神
社

の
役
員
及
び
総
代
そ
の
他
の
氏

子
崇
敬
者
に
し
て
特
に
そ
の
功

績
顕
著
な
る
者
に
授
与
す
る
。｣

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ご
本
人

の
み
な
ら
ず
神
社
に
と
り
ま
し

て
も
大
変
名
誉
な
事
で
あ
り

衷
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

十
一
月
十
日
、
十
一
日
と
二

班
に
分
け
て
、
県
神
社
庁
相
模

湘
南
支
部
主
催
の
教
養
研
修
会

が
開
か
れ
、
総
勢
五
十
三
名
が

受
講
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
講
師
に
神
道
政
治

連
盟
主
席
政
策
委
員
の
田
尾
憲

男
先
生
を
迎
え
、｢

憲
法
改
正

問
題
に
つ
い
て
〜
日
本
国
ら
し

い
憲
法
を
考
え
る
〜｣

と
題
し

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

自
主
憲
法
制
定
の
機
運
が
昂

ま
る
中
、
憲
法
改
正
の
必
要
性

を
判
り
易
く
講
義
頂
き
、
実
り

あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

功
労
表
彰
受
彰
者
で
あ
る
俳

優
の
高
倉
健
氏
が
十
一
月
十
八

日
に
八
十
三
歳
を
以
っ
て
御

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
五
十
年
来
の
永
い

崇
敬
者
で
あ
り
ま
す
。
出
演

映
画
の
撮
影
前
の
安
全
・
成

功
祈
願
、
撮
影
後
の
お
礼
参

り
を
始
め
、
事
あ
る
毎
に
参

拝
さ
れ
、
一
心
に
祈
る
姿
や

一
般
参
拝
者
の
方
に
迷
惑
が

掛
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮

か
ら
、
時
間
帯
を
選
び
一
人

で
お
詣
り
さ
れ
る
謙
虚
な
お

人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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▲ 宮司と歓談中の故高倉氏

四
季
は
廻
り
新
年
を
迎
え
る
。
今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事
を

実
感
し
平
穏
な
生
活
に
感
謝
。

そ
し
て
向
こ
う
一
年
の
幸
運
を
神
に
願
う
の
で
あ
る
。

,,,,
----
....
////
0000

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
師

走
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に
誤
っ
て
入
っ
た
場
合
は
む
せ

て
気
管
か
ら
排
出
さ
せ
よ
う
と

す
る
反
射
が
起
こ
り
ま
す
が
、

嚥
下
運
動
障
害
と
と
も
に
む
せ

る
機
能
に
も
同
時
に
不
具
合
を

生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
場
合
、
口
の
中
の

雑
菌
が
食
べ
物
や
唾
液
と
一
緒

に
気
管
か
ら
肺
に
入
り
肺
炎
を

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を

誤
嚥
性
肺
炎
と
い
い
ま
す
。
こ

の
状
態
に
な
る
と
痰
や
咳
が
増

え
微
熱
が
続
き
全
身
状
態
が
徐
々

に
悪
く
な
り
ま
す
。

嚥
下
障
害
は
一
過
性
の
の
ど

の
炎
症
な
ど
で
も
生
じ
ま
す
が

持
続
的
な
も
の
は
脳
血
管
障
害

の
後
遺
症
、
神
経
や
筋
肉
の
病

気
、
咽
頭
・
喉
頭
・
食
道
の
腫

瘍
、
頭
や
首
の
外
傷
な
ど
で
生

じ
ま
す
。
ま
た
加
齢
に
よ
っ
て

も
嚥
下
機
能
は
徐
々
に
低
下
し

ま
す
。

嚥
下
に
つ
い
て
ご
心
配
が
あ

る
場
合
は
内
科
や
耳
鼻
咽
喉
科

の
先
生
に
ご
相
談
さ
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

嚥
下

(

の
み
こ
み)
と
は
食

物
を
口
か
ら
食
べ
て
胃
に
送
る

行
為
で
す
。
こ
れ
は
日
常
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
お
り

単
純
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に

は
口
か
ら
の
ど(

咽
頭
・
喉
頭)

の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
が
役
割
分

担
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

嚥
下
に
は
食
物
を
送
り
込
む

一
定
の
力
が
必
要
で
す
し
、
ま

た
の
ど
は
空
気
の
通
り
道
で
も

あ
り
ま
す
の
で
食
物
が
気
管
へ

誤
っ
て
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
口
に
入
っ
た
食
物
を
の
ど
か

ら
食
道
へ
送
る
際
に
は
ま
ず
口

腔
と
鼻
腔
の
間
が
閉
じ
ら
れ
、

喉
頭
全
体
が
前
方
上
に
移
動
す

る
と
と
も
に
喉
頭
か
ら
気
管
へ

食
物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
喉
頭

蓋
と
よ
ば
れ
る
ふ
た
が
さ
れ
、

咽
頭
が
収
縮
し
て
食
物
に
送
る

力
を
加
え
る
と
と
も
に
普
段
は

閉
ま
っ
て
い
る
食
道
の
入
り
口

を
広
げ
る
と
い
う
一
連
の
共
同

運
動
が
１
秒
も
か
か
ら
な
い
う

ち
に
反
射
的
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
動
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た

め
に
は
の
ど
の
知
覚
、
脳
の
嚥

下
中
枢
か
ら
の
指
令
、
の
ど
の

筋
肉
の
運
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
協

調
的
に
働
く
必
要
が
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
口
か
ら
食
道
に

か
け
て
の
仕
組
み
の
ど
こ
か
に

問
題
が
生
じ
る
と
食
物
が
ス
ム
ー

ズ
に
食
道
へ
送
れ
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
状
態
を
嚥
下
障
害
と

い
い
ま
す
。
嚥
下
障
害
の
症
状

は
多
彩
で
食
物
が
つ
か
え
た
り

飲
み
込
み
時
に
む
せ
た
り
痛
か
っ

た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
飲

み
込
ん
だ
後
に
残
っ
て
い
る
感

じ
が
し
た
り
声
が
が
ら
が
ら
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
管

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
	


�
�



�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
八
日(

木)

午
後
二
時
〜
三
時

�


�

寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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消
化
器
科
医
長

原

正

�
�

�

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院
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看
護
師

吉
澤
美
恵
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
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平
成
二
十
七
年
正
月
、
神
門
を

飾
る
迎
春
神
話
ね
ぶ
た
下
絵

と
冗
談
を
言
っ
て
い
た
が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
師
走
と
な
っ
た

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
だ

と
実
感
し
て
し
ま
っ
た
。

一
月
の
終
わ
り

｢

あ
と
た
っ

た
十
一
ヶ
月
で
正
月
を
迎
え
る｣

菊
人
形
背
中
の
辺
り
は
ま
だ
蕾

根
岸

君
子

雲
と
い
う
雲
を
燃
や
し
て
冬
夕
焼

松
本
美
智
子

か
ら
す
み
を
干
し
鎌
倉
の
路
地
小
春

露
木
て
る
子

お
で
ん
買
ふ
一
品
ご
と
に
指
さ
し
て

伊
藤

公
一

小
春
日
や
欠
伸
小
さ
く
手
に
包
む

菅
沼

保
幸

色
褪
せ
た
母
の
メ
モ
帳
文
化
の
日

倉
谷

節
子

節
く
れ
の
そ
れ
が
勲
章
文
化
の
日

竹
村
真
砂
美

柳
散
る
こ
こ
は
倉
敷
蔵
の
町

芹
澤

徳
光

方
言
で
迎
ふ
女
将
や
秋
深
し

岩
田
美
代
子

逆
光
の
夕
日
ざ
ら
つ
く
破
れ
蓮

山
本

朝
子

破
れ
蓮
や
一
瞬
鯉
の
立
ち
泳
ぐ

金
指

月
光

縦
書
き
に
ま
だ
こ
だ
わ
り
て
文
化
の
日

飛
石

槿
花

二
百
号
の
会
報
に
声
�
堂
忌

金
子

つ
ぢ

薄
れ
行
く
昭
和
の
想
い
文
化
の
日

天
沼

子
平

小
学
生
稲
を
刈
る
子
に
運
ぶ
人

原
野

楽
天

日
向
山
段
々
畑
の
蕎
麦
を
刈
る

宮
入

つ
る

夜
に
入
り
て
朝
刊
見
直
す
文
化
の
日

浦
野

房
子

へ
そ
く
り
の
置
場
に
迷
う
虫
の
闇

松
村

信
篤

初
冬
や
炊
き
た
て
ご
飯
に
生
玉
子

菅
沼
う
め
の

一
人
し
か
喰
わ
ぬ
秋
刀
魚
を
焼
い
て
お
り

四
ッ
車
梢
月

枯
葉
舞
ふ
宙そ
ら

に
ひ
ら
が
な
地
に
漢
字

吉
岡

�
�

し
ょ
う
よ
う

畑
か
ら
電
話
の
知
ら
せ
文
化
の
日

皆
川
志
ん
ご

文
化
の
日
ラ
ヂ
オ
は
叙
勲
者
報
じ
け
り

三
輪

恭
子

掘
り
た
て
の
落
花
生
ゆ
で
つ
ま
み
で
き
心
ゆ
く
ま
で
熱あ
つ

か
ん
で
ぐ
い

土
屋
ト
ミ
子

秋
桜
の
花
一
面
に
広
が
り
て
悠
悠
と
び
か
う
茜
の
蜻
蛉

浜
田

寿
子

�
お
じ
い
ち
ゃ
ん
�
玄
関
で
呼
ぶ
幼
あ
り
孫
の
ひ
と
声
空
気
を
変
え
る

山
口

幸
子

蝉
し
ぐ
れ
雨
音
に
も
似
る
耳
鳴
り
に
時
に
お
そ
わ
れ
遠
き
空
見
る

山
根
喜
美
代

ふ
る
さ
と
に
懐
か
し
み
聞
く
鈴
虫
の
声
は
い
つ
し
か
父
母
の
声

亀
山

文
子

｢

敗
戦｣

が
も
た
ら
し
め
た
る
良
き
こ
と
は

｢

終
戦｣

と
し
て
戦
う
を
閉
ず

安
藤

慧

年
忘
れ
若
い
世
代
と
楽
し
み
て
瓦
に
学
ぶ
短
歌
教
室

川
島
惠
美
子

空
中
に
白
い
カ
ー
テ
ン
広
げ
た
よ
う
に
地
上
ま
で
付
き
萩
の
花
咲
く

天
利

春
枝

こ
の
年
の
花
き
は
ま
り
て
揺
れ
て
ゐ
る
百
房
瑠
璃
の
藤
の
む
ら
さ
き

平
澤
ま
さ
え

ド
ッ
カ
ー
ン
と
花
火
を
見
て
は
く
り
返
す
平
和
で
い
い
と
卒
寿
の
母
は

稲
垣

武
子

栗
む
け
ば
わ
き
た
つ
香
り
う
れ
し
み
つ
夕
餉
に
炊
か
む
栗
の
ご
は
ん
を

�
田

幸
子

青
天
の
暑
き
陽
を
う
け
庭
木
々
の
み
ど
り
色
濃
く
自
然
の
恵
み

三
留
と
く
子

小
出
川
に
彼
岸
花
訪
う
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
遠
く
�
き
に
富
士
を
望
み
つ

宮
治
友
美
枝

日
だ
ま
り
の
季
節
は
め
ぐ
り
秋
な
か
ば
秋
海
棠
の
花
咲
き
匂
う

徳
江

道
子

夫
と
手
を
た
ず
さ
え
歩
む
老
い
の
道
曽
孫
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
つ
つ

宇
田
川
時
子

い
く
日
か
の
気
が
か
り
晴
れ
し
こ
の
朝

あ
し
た
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
ゆ
っ
く
り
す
す
る

岡
元

芳
子

訪
ひ
行
け
る
あ
と
幾
度
か
ふ
る
さ
と
の
山
の
桜
の
ま
白
に
ふ
ふ
く

杉
本

照
世

美
容
院
の
椅
子
に
座
れ
ば
束
の
間
の
安
ら
ぎ
覚
え
し
ば
し
ま
ど
ろ
む

瀧
本
三
重
子

(

尚)
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